
0

支出

　 光熱水費 5,920 6,518 8,336 6,925 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 801 4,329 6,391 3,840 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 1,534 1,535 1,535 1,535 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 7,468 6,905 6,894 7,089 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 15,723 19,287 23,156 19,389 0 0 0 0

　 事業委託費 11,928 9,924 11,969 11,274 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 2,151 2,794 1,119 2,021 0 0 0 0

　 その他 2,381 2,367 2,326 2,358 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 16,460 15,085 15,414 15,653 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 15,865 8,707 16,784 13,785 0 0 0 0

人に係るコストの合計 15,865 8,707 16,784 13,785 0 0 0 0

②合計 48,048 43,079 55,354 48,827 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -47,419 -42,416 -54,217 -48,017 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 0 0

年間利用者数（事務取扱件数） 26,130 25,263 23,353

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 8:30～17:15 休館日 土曜日、日曜日、祝日

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 10,389.2 9,314.8 11,968.9 10,557.6 8,405.6

利用者あたり支出（円/人） 1,838.8 1,705.2 2,370.3 1,971.4 790.1

人口あたり支出（円/人） 346.9 313.6 405.2 355.2 622.2

1

施設名称 大井川庁舎
開設年 1984 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1984 年 施設番号 0101010001 中学校区 大井川中学校

町政施行30周年を迎えた昭和59年11月に現在庁舎が建てられ、平成20年11月1日の合併後は、焼津市役所大井川庁舎として、業務を開始しました。また、耐震性が劣る議会

施設概要
庁舎・別館の解体を図るため、庁舎機能の移転を受け入れるべく改修工事を平成23・24年度において実施した。

基本情報

所在地 焼津市宗高900 大分類 事務庁舎施設 敷地面積（㎡） 14,371.96

所管部署 大井川市民サービスセンター 小分類 事務庁舎施設 延床面積（㎡） 4,624.81

用途地域 その他 財産種別 行政財産 施設棟数 2棟

設置根拠法令 地方自治法第４条第２項 設置条例 建物所有 市有

利用者 市民・職員・市議会議員 緯度 34.803 　

標高 8.9 経度 138.284 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

〇

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

大井川庁舎 1984 38 3,774.73 RC 3 対象外 対象外 Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ｂ 2.9

大井川庁舎 1984 38 850.08 RC 2 対象外 対象外 Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ｂ 3.2

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 13 101 546 220

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 616 562 591 590 0 0 0 0

①合計 629 663 1,137 810 0 0 0
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施設評価

■１次評

設

価

項目 評価 備考

■2次

劣

評価

分類 評価項目 評価
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①設置目的の意義が低
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下していないか 低下し

Ｂ

ていない

(1)公益性

2

②サービス内容が設置
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している

1.公共性 ③

震

利用実態が設置目的に
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(2)必需性
④市が

Ａ
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3
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営主体である必要性は
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高い

⑤法律等により設
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ア

る施設か 義務付けられ

フ

ている

(1)利用度
⑥
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定員等に対する充足率

ー

はどうか（該当施設の

対

み記入）

2.有効性
⑦

応

今後の人口減少、少子

Ａ

高齢化を踏まえ、利用

5

者数の見込みはどうか

.

減少が見込まれる

(2

経

)互換性
⑧施設の利用

費

実態から利用圏域はど

状

うか 広域

⑨利用圏域の

況

中で、同種、同類の施

Ｄ

設は存在するか 存在する

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 大井川市民サービスセンター

■3次評価

建物の評価

評価 改善

理由

大井川庁舎改修計画に基づく改修工事のほか、受変電設備の更新が必要。

今後の方向性

令和５年度以降、令和６年度は２階の一部改修工事を実施、令和７年度末までに受変電設備の更新を含む１階一部及び２階、３階の改修工事を行う。

機能の評価

評価 見直し

理由

大井川庁舎改修計画による機能の見直しが必要。

今後の方向性

大井川庁舎、保健相談センター、商工業研修センターの改修工事により、大井川庁舎の機能を見直す。

評価者 大井川市民サービスセンター

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない

2

1.



R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 1,857 1,047 0 968 0 0 0 0

①合計 1,857 1,047 0 968 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 7,648 5,857 2,697 5,401 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 3,665 320 0 1,328 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 10,391 7,039 2,658 6,696 0 0 0 0

　 その他 5,685 5,685 5,685 5,685 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 27,389 18,901 11,040 19,110 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 5,115 3,043 1,240 3,133 0 0 0 0

　 その他 95 90 60 82 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 5,210 3,133 1,300 3,214 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 2,265 2,218 2,250 2,244 0 0 0 0

人に係るコストの合計 2,265 2,218 2,250 2,244 0 0 0 0

②合計 34,864 24,252 14,590 24,569 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -33,007 -23,205 -14,590 -23,601 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 0 0

年間利用者数（事務取扱件数） 8,516 3,643 0

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 8:30～17:15 休館日 土曜日、日曜日、祝日

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 9,671.8 6,727.9 4,047.5 6,815.7 8,405.6

利用者あたり支出（円/人） 4,093.9 6,657.2 0 3,583.7 790.1

人口あたり支出（円/人） 251.7 176.6 106.8 178.4 622.2

3

施設名称 アトレ庁舎
開設年 2012 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1990 年 施設番号 0101020001 中学校区 焼津中学校

公共施設の耐震化対策に取り組む中で、福祉庁舎、別館、議会庁舎、及び産業会館の耐震化対策の一環として本町5丁目再開発ビル（アトレ焼津）の１・２階を庁舎として

施設概要
改装整備した。令和４、５年度に改修工事を実施し、１階に保健センター、２階にこども相談センター、適応指導教室、青少年教育相談センター及びふれあいギャラリーが

配置される。また、３階に焼津公民館、４階以上が区分所有住宅からなる、鉄骨鉄筋コンクリート造・９階建の複合施設となっている。

基本情報

所在地 焼津市本町５丁目6-1 大分類 事務庁舎施設 敷地面積（㎡） 5,884.74

所管部署 こども相談センター 小分類 事務庁舎施設 延床面積（㎡） 3,604.69

用途地域 近隣商業地域 財産種別 行政財産 施設棟数 3棟

設置根拠法令 地方自治法第4条第1項 設置条例 建物所有 市有

利用者 市民・職員等 緯度 34.863 　

標高 1.9 経度 138.32 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

庁舎（専有部分2階） 1990 32 1,978.6 SRC 9 対象外 対象外 － Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ － Ｂ 3.4

庁舎（専有部分1階・親子ふれあい広 1990 32 1,593.34 SRC 9 対象外 対象外 － Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ － Ｂ 3.4
場部分を除く）
庁舎（専有部分２階） 1990 32 32.75 SRC 9 対象外 対象外 － Ⅰ Ⅲ － － － － Ａ 3.5

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均



施

施設評価

■１次評

設

価

項目 評価 備考

■2次

劣

評価

分類 評価項目 評価

化

①設置目的の意義が低

度

下していないか 低下し

Ｂ

ていない

(1)公益性

2

②サービス内容が設置

.

目的に即しているか 即

耐

している

1.公共性 ③

震

利用実態が設置目的に

性

即しているか 即してい

能

る

(2)必需性
④市が

Ｂ

自ら運営主体として関

3

与すべき施設か 市が運

.

営主体である必要性は

バ

高い

⑤法律等により設

リ

置が義務付けられてい

ア

る施設か 義務付けられ

フ

ている

(1)利用度
⑥

リ

定員等に対する充足率

ー

はどうか（該当施設の

対

み記入）

2.有効性
⑦

応

今後の人口減少、少子

Ａ

高齢化を踏まえ、利用

5

者数の見込みはどうか

.

減少が見込まれる

(2

経

)互換性
⑧施設の利用

費

実態から利用圏域はど

状

うか 広域

⑨利用圏域の

況

中で、同種、同類の施

Ａ

設は存在するか 存在する

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 検討の余地あり

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 こども相談センター

■3次評価

建物の評価

評価 改善

理由

新庁舎建設に伴うアトレ庁舎の利活用方針に基づく機能確保のための改修工事が必要である。

今後の方向性

令和４年度に引き続き５年度に改修工事を行う。
改修工事が完了し、８月に健康づくり課が移転。

機能の評価

評価 見直し

理由

新庁舎建設に伴うアトレ庁舎活用方針を踏まえた機能の見直しが必要である。

今後の方向性

令和４年度に引き続き５年度に改修工事を行い、機能を見直す。
改修工事が完了し、８月に健康づくり課が移転。

評価者 こども相談センター

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない

4

1.



6,100 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 13,099 28,533 42,138 27,923 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 3,193 1,885 202 1,760 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 5,904 7,057 566 4,509 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 31,042 94,713 117,450 81,068 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 53,238 132,188 160,356 115,261 0 0 0 0

　 事業委託費 9,888 4,662 0 4,850 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 5,046 7,285 10,211 7,514 0 0 0 0

　 その他 99 103 145 116 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 15,033 12,050 10,356 12,480 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 24,459 20,270 14,366 19,698 0 0 0 0

人に係るコストの合計 24,459 20,270 14,366 19,698 0 0 0 0

②合計 92,730 164,508 185,078 147,439 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -88,904 -158,365 -176,746 -141,339 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 0 0

年間利用者数（事務取扱件数） 115,730 117,678 112,326

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 8:30～17:15 休館日 土曜日、日曜日、祝日

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 3,489.7 6,190.9 9,200.3 6,293.6 8,405.6

利用者あたり支出（円/人） 801.3 1,398.0 0 733.1 790.1

人口あたり支出（円/人） 669.5 1,197.7 1,354.7 1,074.0 622.2

5

施設名称 本庁舎
開設年 1969 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 2021 年 施設番号 0101030001 中学校区 焼津中学校

耐震性が劣る別館および旧議会庁舎は平成27、28年度の債務負担工事により解体して本庁舎の建設を行い、令和3年9月21日に開庁した。旧庁舎及び会議室棟は令和3年度に

施設概要
解体し、立体駐車場が令和4年度（令和５年１月10日）に完成、その後、北側駐車場も令和５年３月22日に供用開始となった。

基本情報

所在地 焼津市本町２丁目16-32 大分類 事務庁舎施設 敷地面積（㎡） 9,464.9

所管部署 公有財産課 小分類 事務庁舎施設 延床面積（㎡） 20,419.69

用途地域 商業地域 財産種別 行政財産 施設棟数 3棟

設置根拠法令 地方自治法第4条第1項 設置条例 建物所有 市有

利用者 ─ 緯度 34.867 　

標高 2.6 経度 138.323 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

〇

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

本庁舎 2021 1 15,404.32 SRC 8 対象外 対象外 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ａ 4

立体駐車場 2022 0 4,712.09 S 4 対象外 対象外 －

連絡通路 2022 0 303.28 S 1 対象外 対象外 －

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 3,826 6,143 8,332 6,100 0 0 0 0

①合計 3,826 6,143 8,332
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.

サービス内容が設置目

経

的に即しているか 即し

費

ている

1.公共性 ③利

状

用実態が設置目的に即

況

しているか 即している

Ｂ

(2)必需性
④市が自ら運営主体として関与すべき施設か 市が運営主体である必要性は高い

⑤法律等により設置が義務付けられている施設か 義務付けられている

(1)利用度
⑥定員等に対する充足率はどうか（該当施設のみ記入）

2.有効性
⑦今後の人口減少、少子高齢化を踏まえ、利用者数の見込みはどうか 減少が見込まれる

(2)互換性
⑧施設の利用実態から利用圏域はどうか 広域

⑨利用圏域の中で、同種、同類の施設は存在するか 存在する

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 公有財産課

■3次評価

建物の評価

評価 現状維持

理由

令和３年９月に新庁舎が完成し、運用を開始した。また、立体駐車場が令和４年12月に完成し、令和５年１月より供用を開始した。

今後の方向性

機能の評価

評価 現状維持

理由

令和３年９月に新庁舎

2

が完成し、運用を開始した。また、立体駐車場が令和４年12月に完成し、令和５年１月より供用を開始した。

今後の方向性

評価者 公有財産課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない

.

6

耐

施設評価

■１次評価

震

項目 評価 備考

■2次評



託費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 6 0 0 2 0 0 0 0

　 その他 84 85 85 85 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 90 85 85 87 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 1,952 447 697 1,032 0 0 0 0

人に係るコストの合計 1,952 447 697 1,032 0 0 0 0

②合計 2,309 789 1,113 1,404 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -2,309 -789 -1,113 -1,404 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 0 0

年間利用者数 0 0 0

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 8:30～17:15 休館日 なし
（不定期）

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 3,163.1 1,080.8 1,524.7 1,922.9 348,076.4

利用者あたり支出（円/人） 0 0 0 0 0

人口あたり支出（円/人） 16.7 5.7 8.1 10.2 16,174.1

7

施設名称 大井川保健相談センター
開設年 1985 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1984 年 施設番号 0102010001 中学校区 大井川中学校

市民に対し、健康相談、保健指導及び健康診査、その他地域保健に関し必要な事業を行うことを目的として、大井川市民サービスセンター敷地内に建設された。

施設概要

基本情報

所在地 焼津市宗高900 大分類 事務庁舎施設 敷地面積（㎡）

所管部署 健康づくり課 小分類 事務庁舎施設（その他） 延床面積（㎡） 729.99

用途地域 その他 財産種別 行政財産 施設棟数 1棟

設置根拠法令 地域保健法第18条 設置条例 - 建物所有 市有

利用者 市民 緯度 34.803 　

標高 8.8 経度 138.284 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

〇

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

診療所（保健相談センター） 1985 37 729.99 RC 2 対象外 対象外 Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ － Ｂ 3

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 0 0 0 0 0 0 0 0

①合計 0 0 0 0 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 21 25 99 48 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 246 232 232 237 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 267 257 331 285 0 0 0 0

　 事業委



施

施設評価

■１次評

設

価

項目 評価 備考

■2次

劣

評価

分類 評価項目 評価

化

①設置目的の意義が低

度

下していないか 低下し

Ｂ

ていない

(1)公益性

2

②サービス内容が設置

.

目的に即しているか 即

耐

している

1.公共性 ③

震

利用実態が設置目的に

性

即しているか 即してい

能

る

(2)必需性
④市が

Ａ

自ら運営主体として関

3

与すべき施設か 市が運

.

営主体である必要性は

バ

高い

⑤法律等により設

リ

置が義務付けられてい

ア

る施設か 法定だが必置

フ

ではない

(1)利用度

リ

⑥定員等に対する充足

ー

率はどうか（該当施設

対

のみ記入）

2.有効性

応

⑦今後の人口減少、少

Ｃ

子高齢化を踏まえ、利

5

用者数の見込みはどう

.

か 増加が見込まれる

(

経

2)互換性
⑧施設の利

費

用実態から利用圏域は

状

どうか 地域

⑨利用圏域

況

の中で、同種、同類の

Ｂ

施設は存在するか 存在する

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 健康づくり課

■3次評価

建物の評価

評価 改善

理由

雨漏りが部分的に発生する等、経年劣化による設備の不具合等が発生している。

今後の方向性

大井川商工業研修センターとしての利用に向けて、担当課で改修を進めている。

機能の評価

評価 見直し

理由

大井川保健相談センターは令和4年度末に機能移転を行ったため。

今後の方向性

令和５年６月に商工観光課へ移管し、今後は商工業研修センターとしての利活用を進める。

評価者 健康づくり課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない

8

1.



344 3,668 3,445 0 0 0 0

　 その他 20 20 20 20 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 4,999 5,397 6,716 5,704 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 395 239 241 292 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 395 239 241 292 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 17,032 13,179 6,402 12,204 0 0 0 0

人に係るコストの合計 17,032 13,179 6,402 12,204 0 0 0 0

②合計 22,426 18,815 13,359 18,200 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -248 727 12,557 4,345 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 0 0

年間利用者数 0 0 0

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 9:00～21:00 休館日 年末年始

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 23,341.2 19,582.8 13,904.2 18,942.7 348,076.4

利用者あたり支出（円/人） 0 0 0 0 0

人口あたり支出（円/人） 161.9 137.0 97.8 132.2 16,174.1
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施設名称 大井川港港湾会館(港湾施設用）
開設年 1999 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1998 年 施設番号 0102020001 中学校区 大井川中学校

1998年度に、港湾管理事務所とコミュニティ防災センターの機能を併せ持った施設として整備した。

施設概要

基本情報

所在地 焼津市飯淵2160 大分類 事務庁舎施設 敷地面積（㎡） 3,921.33

所管部署 大井川港管理事務所 小分類 事務庁舎施設（その他） 延床面積（㎡） 960.79

用途地域 商業地域 財産種別 行政財産 施設棟数 1棟

設置根拠法令 設置条例 大井川港コミュニティ防災センター条例 建物所有 市有

利用者 市民 緯度 34.78 　

標高 3 経度 138.298 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

〇 〇

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

事務所 1999 23 960.79 RC 4 対象外 対象外 Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ｂ 3.3

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 22,178 19,542 25,916 22,545 0 0 0 0

①合計 22,178 19,542 25,916 22,545 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 844 1,006 1,725 1,192 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 811 1,027 1,303 1,047 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 3,324 3,



施

施設評価

■１次評

設

価

項目 評価 備考

■2次

劣

評価

分類 評価項目 評価

化

①設置目的の意義が低

度

下していないか 低下し

Ｂ

ていない

(1)公益性

2

②サービス内容が設置

.

目的に即しているか 即

耐

している

1.公共性 ③

震

利用実態が設置目的に

性

即しているか 即してい

能

る

(2)必需性
④市が

Ａ

自ら運営主体として関

3

与すべき施設か 市が運

.

営主体である必要性は

バ

高い

⑤法律等により設

リ

置が義務付けられてい

ア

る施設か 義務付けられ

フ

ていない

(1)利用度

リ

⑥定員等に対する充足

ー

率はどうか（該当施設

対

のみ記入）

2.有効性

応

⑦今後の人口減少、少

Ａ

子高齢化を踏まえ、利

5

用者数の見込みはどう

.

か 増減は見込まれない

経

(2)互換性
⑧施設の

費

利用実態から利用圏域

状

はどうか 広域

⑨利用圏

況

域の中で、同種、同類

Ｂ

の施設は存在するか 存在しない

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 大井川港管理事務所

■3次評価

建物の評価

評価 現状維持

理由

今後5年間に大規模な改修を行なう必要はないため現状維持とする。

今後の方向性

機能の評価

評価 現状維持

理由

港湾施設（港湾管理事務所）として臨港地区内に必要な施設であるため、今後5年間は現状維持とする。

今後の方向性

評価者 大井川港管理事務所

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 148 94 92 111 0 0 0 0

①合計 148 94 92 111 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 2,898 3,907 6,827 4,544 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 918 484 351 584 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 5,400 5,655 5,508 5,521 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 9,216 10,046 12,686 10,649 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 1,138 1,334 1,155 1,209 0 0 0 0

　 その他 262 259 220 247 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 1,400 1,593 1,375 1,456 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 5,278 1,418 1,940 2,879 0 0 0 0

人に係るコストの合計 5,278 1,418 1,940 2,879 0 0 0 0

②合計 15,894 13,057 16,001 14,984 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -15,746 -12,963 -15,909 -14,873 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 0 0

年間利用者数 0 0 0

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 8:30～17:15 休館日 なし

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 7,816.3 6,421.1 7,868.9 7,368.8 348,076.4

利用者あたり支出（円/人） 0 0 0 0 0

人口あたり支出（円/人） 114.8 95.1 117.1 109.0 16,174.1
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施設名称 保健センター
開設年 1981 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 2005 年 施設番号 0102030001 中学校区 焼津中学校

市民に対し、健康相談、保健指導及び健康診査、その他地域保健に関し必要な事業を行うことを目的とした施設として建設された。鉄筋コンクリート造３階建の建物で、保

施設概要
険センターのほかに運動等を行う事ができるホールや焼津市歯科医師会が入居する事務所を併設しており、平成３年には一部増築した。

基本情報

所在地 焼津市東小川１丁目8-1 大分類 事務庁舎施設 敷地面積（㎡） 3,301.58

所管部署 健康づくり課 小分類 事務庁舎施設（その他） 延床面積（㎡） 2,033.44

用途地域 近隣商業地域 財産種別 行政財産 施設棟数 6棟

設置根拠法令 地域保健法第18条 設置条例 建物所有 市有

利用者 市民 緯度 34.86 　

標高 3.1 経度 138.313 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

〇 〇

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

保健室（保健センター） 1981 41 1,029.55 RC 1 対象外 対象外 Ⅲ Ⅱ Ⅳ Ⅲ － Ⅲ － Ｂ 2.9

保健室（保健センター） 1981 41 489.15 RC 3 対象外 対象外 Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ｂ 3.4

保健室（保健センター） 1981 41 427.53 RC 2 対象外 対象外 Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ｂ 3.4

事務室（保健センター） 1991 31 77.37 S 1 対象外 対象外 － Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ － － Ａ 4

エレベーター機械室（保健センター） 1999 23 6.84 RC 1 対象外 対象外 － Ⅰ － － － － － Ａ 4

保健センター倉庫 2005 17 3 OTH 1 対象外 対象外 Ⅱ Ⅰ Ⅱ － － － － Ａ 4

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理



施

施設評価

■１次評

設

価

項目 評価 備考

■2次

劣

評価

分類 評価項目 評価

化

①設置目的の意義が低

度

下していないか 低下し

Ａ

ていない

(1)公益性

2

②サービス内容が設置

.

目的に即しているか 即

耐

している

1.公共性 ③

震

利用実態が設置目的に

性

即しているか 即してい

能

る

(2)必需性
④市が

Ｂ

自ら運営主体として関

3

与すべき施設か 市が運

.

営主体である必要性は

バ

高い

⑤法律等により設

リ

置が義務付けられてい

ア

る施設か 法定だが必置

フ

ではない

(1)利用度

リ

⑥定員等に対する充足

ー

率はどうか（該当施設

対

のみ記入）

2.有効性

応

⑦今後の人口減少、少

Ｃ

子高齢化を踏まえ、利

5

用者数の見込みはどう

.

か 減少が見込まれる

(

経

2)互換性
⑧施設の利

費

用実態から利用圏域は

状

どうか 広域

⑨利用圏域

況

の中で、同種、同類の

Ｂ

施設は存在するか 存在する

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 健康づくり課

■3次評価

建物の評価

評価 廃止

理由

保健センターは令和５年８月に機能移転を行った。

今後の方向性

令和５年度中に公有財産課へ移管し、売却を行う。

機能の評価

評価 見直し

理由

保健センターは令和５年８月に機能移転を行った。

今後の方向性

令和５年度中に公有財産課へ移管し、売却を行う。

評価者 健康づくり課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 0 0 0 0 0 0 0 0

①合計 0 0 0 0 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 0 55,759 17,050 24,270 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 0 55,759 17,050 24,270 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 0 0 0 0 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 8,786,020 8,879,330 10,966,620 9,543,990

　 人件費 23,005 20,373 23,322 22,233 0 0 0 0

人に係るコストの合計 23,005 20,373 23,322 22,233 0 0 0 0

②合計 8,809,025 8,955,462 11,006,992 9,590,493 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -8,809,025 -8,955,462 -11,006,992 -9,590,493 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 0 0

年間利用者数 0 0 0

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 8:30～17:15 休館日 土曜日、日曜日、祝日

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 1,370,009.6 1,392,784.0 1,711,845.0 1,491,546.2 348,076.4

利用者あたり支出（円/人） 0 0 0 0 0

人口あたり支出（円/人） 63,604.4 65,200.3 80,564.7 69,789.8 16,174.1
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施設名称 消防防災センター
開設年 1998 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1998 年 施設番号 0102040001 中学校区 小川中学校

老朽化等により改築が必要とされた消防本部（署）の消防庁舎と防災センター機能を併せ持つ複合施設として平成10年度に整備された。高度な情報通信技術を活用した情報

施設概要
指令室、災害対策本部室、災害情報管理室及び災害対策業務室（平時は多目的ホール）、防災倉庫、市民向けの防災学習室等の設備を備えている。消防通信機械室及び情報

管理部門所管サーバ室は免震床が整備され、庁舎は非常用電源設備により電力が確保されている。

基本情報

所在地 焼津市石津728-2 大分類 事務庁舎施設 敷地面積（㎡） 6,746

所管部署 防災計画課 小分類 事務庁舎施設（その他） 延床面積（㎡） 6,429.9

用途地域 第二種住居地域 財産種別 行政財産 施設棟数 5棟

設置根拠法令 消防組織法、災害対策基本法 設置条例 志太広域事務組合志太消防本部及び消防署の 建物所有 市有
設置等に関する条例

利用者 消防団、自主防災会、市民 緯度 34.843 　

標高 4.8 経度 138.309 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

〇

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

消防防災センタ－ 1998 24 5,812.21 SRC 4 対象外 対象外 Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ａ 3.7

訓練棟（A） 1999 23 332.08 RC 6 対象外 対象外 － Ⅰ － － － － － Ａ 4

訓練棟（B） 1999 23 144.51 S 4 対象外 対象外 － Ⅰ － － － － － Ａ 4

附属棟 1999 23 75.84 RC 1 対象外 対象外 － Ⅰ Ⅰ － － － － Ａ 4

訓練棟（C） 1999 23 65.26 S 3 対象外 対象外 － Ⅰ － － － － － Ａ 4

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表



施

施設評価

■１次評

設

価

項目 評価 備考

■2次

劣

評価

分類 評価項目 評価

化

①設置目的の意義が低

度

下していないか 低下し

Ａ

ていない

(1)公益性

2

②サービス内容が設置

.

目的に即しているか 即

耐

している

1.公共性 ③

震

利用実態が設置目的に

性

即しているか 即してい

能

る

(2)必需性
④市が

Ａ

自ら運営主体として関

3

与すべき施設か 市が運

.

営主体である必要性は

バ

高い

⑤法律等により設

リ

置が義務付けられてい

ア

る施設か 義務付けられ

フ

ている

(1)利用度
⑥

リ

定員等に対する充足率

ー

はどうか（該当施設の

対

み記入）

2.有効性
⑦

応

今後の人口減少、少子

Ａ

高齢化を踏まえ、利用

5

者数の見込みはどうか

.

増加が見込まれる

(2

経

)互換性
⑧施設の利用

費

実態から利用圏域はど

状

うか 広域

⑨利用圏域の

況

中で、同種、同類の施

Ｄ

設は存在するか 存在する

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 防災計画課

■3次評価

建物の評価

評価 改善

理由

経年劣化により浄化槽、消防設備等の老朽化が進行している。

今後の方向性

浄化槽や消防設備、その他の老朽化が進んでいる設備等については、令和７年度以降に修繕対応をする。

機能の評価

評価 現状維持

理由

消防業務、防災業務、情報管理業務の統合を実施した施設であり、今後5年間は現状維持とする。

今後の方向性

評価者 防災計画課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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1) (2022)
使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 0 0 0 0 0 0 0 0

①合計 0 0 0 0 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 1,636 1,805 2,767 2,069 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 558 638 877 691 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 4,426 4,395 4,747 4,523 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 6,620 6,838 8,391 7,283 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 0 0 0 0 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 9,816 7,270 2,892 6,659 0 0 0 0

人に係るコストの合計 9,816 7,270 2,892 6,659 0 0 0 0

②合計 16,436 14,108 11,283 13,942 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -16,436 -14,108 -11,283 -13,942 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 243 242 244

年間利用者数 0 0 0

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 8:30～17:15 休館日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 7,632.1 6,551.1 5,239.3 6,474.2 348,076.4

利用者あたり支出（円/人） 0 0 0 0 0

人口あたり支出（円/人） 118.7 102.7 82.6 101.3 16,174.1
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施設名称 水道庁舎
開設年 2007 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 2007 年 施設番号 0102050001 中学校区 大富中学校

旧水道庁舎の老朽化(昭和４１年建築)が進み、「耐震性能に劣る」との耐震診断の判定がされていたことや、災害時はもとより平常時の業務遂行においても、水道庁舎と配

施設概要
水場が離れていることが、人員や資材の移動や連絡にあたり効率性を欠いていたことから、祢宜島配水場内に建設することとした。

基本情報

所在地 焼津市祢宜島20-1 大分類 事務庁舎施設 敷地面積（㎡） 14,724.17

所管部署 水道総務課 小分類 事務庁舎施設（その他） 延床面積（㎡） 2,153.54

用途地域 第二種住居地域 財産種別 行政財産 施設棟数 5棟

設置根拠法令 設置条例 建物所有 市有

利用者 市民、職員など 緯度 34.843 　

標高 7.1 経度 138.303 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

〇

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

水道庁舎（A棟） 2007 15 1,571.85 SRC 2 対象外 対象外 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ａ 3.9

倉庫（B棟） 2007 15 324.9 S 1 対象外 対象外 Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅱ － － － Ａ 3.8

車庫（C棟） 2007 15 173.17 S 1 対象外 対象外 Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅱ － － － Ａ 3.8

車庫（D棟） 2007 15 65.76 S 1 対象外 対象外 － － － － － － － －

駐輪場（E棟） 2007 15 17.86 AL 1 対象外 対象外 Ⅱ Ⅰ － － － － － Ａ 4

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (202



施

施設評価

■１次評

設

価

項目 評価 備考

■2次

劣

評価

分類 評価項目 評価

化

①設置目的の意義が低

度

下していないか 低下し

Ａ

ていない

(1)公益性

2

②サービス内容が設置

.

目的に即しているか 即

耐

している

1.公共性 ③

震

利用実態が設置目的に

性

即しているか 即してい

能

る

(2)必需性
④市が

Ａ

自ら運営主体として関

3

与すべき施設か 市が運

.

営主体である必要性は

バ

高い

⑤法律等により設

リ

置が義務付けられてい

ア

る施設か 義務付けられ

フ

ていない

(1)利用度

リ

⑥定員等に対する充足

ー

率はどうか（該当施設

対

のみ記入）

2.有効性

応

⑦今後の人口減少、少

Ａ

子高齢化を踏まえ、利

5

用者数の見込みはどう

.

か 増減は見込まれない

経

(2)互換性
⑧施設の

費

利用実態から利用圏域

状

はどうか 広域

⑨利用圏

況

域の中で、同種、同類

Ｂ

の施設は存在するか 存在しない

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 水道総務課

■3次評価

建物の評価

評価 現状維持

理由

今後５年間に大規模改修は必要ないため現状維持とする。

今後の方向性

機能の評価

評価 現状維持

理由

民間委託化できる業務については、既に実施している。配水場機能との連携や飲料水の衛生・安全面の確保の観点から現状の形態を変えることができないため、
現状維持とする。

今後の方向性

評価者 水道総務課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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